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３
月
14
日
、
い
よ
い
よ
北
陸
新
幹
線
長

野
―
金
沢
間
が
開
業
し
ま
す
。

　
北
陸
新
幹
線
は
、
市
内
の
中
央
を
横
断

し
、
毎
日
約
１
万
人
も
の
人
た
ち
が
、
私

た
ち
の
住
む
地
域
を
通
り
、
東
京
と
金
沢

間
を
行
き
来
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
北
陸
新
幹
線
と
い
う
新
た
な

交
通
手
段
と
、
私
た
ち
の
地
域
を
支
え
、

人
を
つ
な
ぐ
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
見

つ
め
直
し
ま
す
。

　
北
陸
新
幹
線
は
、
上
信
越
・
北
陸
地
方

を
経
由
し
て
東
京
と
大
阪
を
結
ぶ
延
長

７
０
０
㌔
の
新
幹
線
鉄
道
計
画
で
、
交
通

の
大
動
脈
と
し
て
沿
線
地
域
の
発
展
に
大

き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
内
を
通
る
列
車
に
は
、
主
要
な
駅

に
停
車
す
る
「
か
が
や
き
」
と
飯
山
駅
を

含
め
た
ほ
と
ん
ど
の
駅
に
停
車
す
る
「
は

く
た
か
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
高
架
橋
に
は
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
で
散
水
し
消
雪
す
る
「
散
水
消
雪

型
」
が
採
用
さ
れ
、
冬
期
間
も
安
全
に
走

行
で
き
る
よ
う
対
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

～
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
と
地
域
公
共
交
通
～

線ラ
イ
ン

私
た
ち
の
生
活

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
西
日
本
か
ら
発
表
さ
れ

た
運
行
ダ
イ
ヤ
で
は
、
新
駅
の
飯
山
駅
に

は
「
は
く
た
か
」
が
上
下
各
12
本
停
車
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
速
達
で
飯
山
―
東
京
間
を
99
分
、
飯

山
―
金
沢
間
は
75
分
、
飯
山
―
富
山
間
は

51
分
で
つ
な
が
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
　

　
飯
山
駅
か
ら
半
径
20
㌔

圏
内
の
市
町
村
で
構
成
す
る
信
越
９
市

町
村
広
域
観
光
連
携
会
議
で
は
、
信
越

９
市
町
村
エ
リ
ア
名
を
「
信
越
自
然
郷
」、

エ
リ
ア
の
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
千

年
風
土
の
豊
穣
の
地
」
と
し
、
エ
リ
ア
認

知
度
の
向
上
を
図
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
14
日
㈯
に
は
、
北
陸

新
幹
線
飯
山
駅
に
合
築
し
た

飯
山
駅
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

１
階
に
、
信
越
自
然
郷
観
光

案
内
所
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
信
越
自
然
郷

エ
リ
ア
の
観
光
案
内
、
情
報
発
信
、
宿
泊

手
配
な
ど
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
観
光
案
内
所
は
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど

の
充
実
を
図
り
、
日
本
政
府
観
光
局
認

定
外
国
人
観
光
案
内
所
の
「
カ
テ
ゴ
リ
ー

２
（
少
な
く
と
も
英
語
で
対
応
可
能
な
ス

タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、
広
域
の
案
内
が
提

供
で
き
る
こ
と
）」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
国
内
外
の
観
光
客
の
皆
さ
ん
に

対
し
、
信
越
自
然
郷
の
旅
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
飯
山
駅
で
あ
り
続
け
る
よ
う
サ
ー
ビ

ス
に
努
め
ま
す
。

信
越
自
然
郷
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

信
越
９
市
町
村
広
域
観
光
連
携
会
議
事
務
局

（
飯
山
市
役
所
広
域
観
光
推
進
室
内
）
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北
陸
新
幹
線
の
概
要

身
近
な
存
在
と
な
る
新
幹
線

信
越
自
然
郷

～
魅
力
あ
る
広
域

エ
リ
ア
の
玄
関
口
へ
～
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　整備が進められていた「飯山駅
斑尾口駐車場」が３月 14 日㈯から
供用開始となります。立体駐車場
は、普通車が 4０９ 台（うち、身体
障がい者用９台）、平面駐車場は約
７０ 台の駐車が可能です。
　また、定期利用などの詳細については、飯山市公式ホー
ムページをご覧いただくか、飯山市建設水道部新幹線駅周
辺整備課（☎026９（62）３111）へお問い合わせ
ください。なお、利用料金は次のとおりです。

飯山駅斑尾口駐車場が供用開始となります

使用区分 平面駐車場 立体駐車場
１時間以内 無　料 無　料
１時間を超え
４時間以内 100 円 200 円

４時間を超え
８時間以内 200 円 400 円

８時間を超え
12時間以内 300 円 600 円

12時間を超え
24時間以内 400 円 800 円

24時間を超え
48時間以内 600 円 1,000 円

48 時間を
超える場合

600 円に 24 時間ごと 1,000 円に 24 時間ごと
600 円を加算 1,000 円を加算

定期利用 60,000 円／年 120,000 円／年

飯
山
駅
を
中
心
と
し
て

地
域
の
発
展
に
つ
な
げ
た
い

interviewJR 東日本　飯山駅
細
ほ そ の

野　修
おさむ

駅長

　北陸新幹線飯山駅が開業することで、
アクセスルートが増え、都心だけでなく
北陸地方からもお客さんが来やすくなり
ます。信越自然郷の地域の皆さんと協力
しながら、この飯山駅を観光の中心とし
て、周辺地域の発展につなげていきたい
です。また、新しい飯山駅観光交流セン
ター2階には、市民の皆さんの協力金に
より、全国的にも珍しいカラクリ時計が
設置されているほか、飯山線では観光列
車「おいこっと」の運行を予定していま
す。ぜひ皆さんにも「新しい地域の足」
として利用していただきたいです。

▲新幹線から望む中野市

▲車両には新型車両のＥ７、
Ｗ７系が導入されています。

▲地元の風土、伝統文化を
表現した新しい「飯山駅」

▲金沢駅に直結し、訪れる
人に差し出す雨傘をイメー
ジした「もてなしドーム」

広がる私たちの生活線 ～北陸新幹線長野―金沢間を体験レポート～

▲金沢の伝統芸能である
加
か が ほ う し ょ う

賀宝生の鼓をイメージ
し、ドーム隣にある「鼓

つづみ

門」

　2月８日、北陸新幹線の試乗会が行われ、広報なかの
編集者が試乗会に参加しました。新幹線から見える景色
や金沢の様子などを開業より一足先にお届けします。

▲座席のヘッドレストは上下に動かすことができ、
全ての座席に電源コンセントが設置されています。
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